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② 前がん～がん病変で発現が亢進しているセリン／スレオニン・キナーゼ Pim-3 の
発がん・がんの進展過程での役割の解析に基づく，治療法の開発。 
 













マウス大腸がん細胞株 colon 26 の皮下接種モデルならびに盲腸への接種モデルにお
いても作用している可能性を示唆する結果が得られた。 
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